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 このような事例をチェックしてみてはどうでしょうか？ 

 

Vol.5 に引続き、本年度の予備監査における不適切な事務処理事例について、その情報をお知らせし

ます。未然防止のため、チェックしてみてください。 

 

 

 

 

 
○ 研修事業に対する補助金の交付に当たり、補助金交付要領 

では、①研修参加のための交通費、②研修に要する宿泊代、 

③代替職員を雇い上げる経費の３つが認められていますが、 

日当や教材費など補助対象経費以外の経費を含めて交付決 

定しているものがありました。 

 

 

 

 

 

 

 
○ 花鉢を販売した後、その代金を事務室金庫に長期間保管し、

収納事務を行っていないものがありました。 

生産物を学校諸団体等に販売し、現金を受領した場合は、

諸団体等に領収票を交付し、学校が現金払込票により払い込

み、事後調定を行う必要がありますが、この公所では、事前調

定を行い納付書により現金を払い込んでいるという誤りもあり

ました。 

 

 

 

 

 
 

○ 文書保存箱を続けて購入したものの、納品時期が近かったことか 

ら、担当者が支払い済であるとの思い込みをしてしまい、結果的に 

支払が７～８ヶ月遅れてしまったものがありました。 

 

 

 
 

☆ 最 近 の予 備 監 査 事 例 から ☆ 

補助金補助金補助金補助金のののの補助対象経費補助対象経費補助対象経費補助対象経費はははは確認確認確認確認しましたかしましたかしましたかしましたか？？？？        

交付決定等の不適当（指摘） 

現金現金現金現金のののの収納収納収納収納はははは速速速速やかにやかにやかにやかに！！！！  

現金収受の不適当（指摘） 

事務局長からひとくち
コメント 
 
 大丈夫、ちゃんとや
っているはずと思って
いるところに、思わぬ
落とし穴がある場合が
あります。 

基本に立ち返って、
点検してみてはいかが
でしょう。 

担当者担当者担当者担当者がががが支払支払支払支払いいいい済済済済みとみとみとみと思思思思いいいい込込込込みみみみ！！！！    

支出命令の不適当（指摘） 

これは、補助

対象外だな～ 

ありゃりゃ！

まだ、払い込み

やってないぞ。



 

 

監査委員は、毎会計年度、普通会計及び企業会計の決算を審査し、審査意見書を提出します。 

また、本年度から本格施行された財政健全化法の施行により、財政の健全性及び経営の健全性を審

査しました。 

今回の監査だよりでは、その概要をお知らせします。 

 

 

 

 

１１１１    歳入歳出決算歳入歳出決算歳入歳出決算歳入歳出決算のののの状況状況状況状況    

（（（（１１１１））））一般会計歳入歳出決算一般会計歳入歳出決算一般会計歳入歳出決算一般会計歳入歳出決算    

① 歳入歳入歳入歳入が前年度に比べて 476476476476 億円余億円余億円余億円余（（（（6.56.56.56.5％）％）％）％）のののの減少減少減少減少、歳出歳出歳出歳出も 

483483483483 億円余億円余億円余億円余（（（（6.76.76.76.7％）％）％）％）のののの減少減少減少減少となり((((※※※※))))、平成 20 年度に設置し 

た公債管理特別会計公債管理特別会計公債管理特別会計公債管理特別会計にににに借換債借換債借換債借換債のののの借入借入借入借入れやれやれやれや県債償還県債償還県債償還県債償還にににに係係係係るるるる経理経理経理経理をををを    

移行移行移行移行したことなどによりしたことなどによりしたことなどによりしたことなどにより歳入、歳出ともに財政規模財政規模財政規模財政規模がががが縮小縮小縮小縮小した。 

② 歳入歳出差引額歳入歳出差引額歳入歳出差引額歳入歳出差引額は 105105105105億億億億7,8787,8787,8787,878万万万万8,1208,1208,1208,120円円円円で、実質収支額実質収支額実質収支額実質収支額は 43434343億億億億3,9413,9413,9413,941万万万万9,9029,9029,9029,902円円円円のののの黒字黒字黒字黒字となった。 

 ※※※※ 平成 19年度の決算額から公債管理特別会計相当額公債管理特別会計相当額公債管理特別会計相当額公債管理特別会計相当額をををを控除控除控除控除してしてしてして比比比比べたべたべたべた場合場合場合場合はははは、、、、一般会計歳入歳入歳入歳入はははは 44444444 億円余億円余億円余億円余（（（（0.70.70.70.7％）％）％）％）のののの

減少減少減少減少、一般会計歳出歳出歳出歳出はははは 51515151 億円余億円余億円余億円余（（（（0.80.80.80.8％）％）％）％）のののの減少減少減少減少となる。 

 

【【【【歳入歳出決算収支歳入歳出決算収支歳入歳出決算収支歳入歳出決算収支のののの状況状況状況状況    （（（（一般会計一般会計一般会計一般会計））））】】】】    

区区区区                                        分分分分    平 成平 成平 成平 成 20202020 年年年年 度度度度    平 成平 成平 成平 成 19191919 年年年年 度度度度    対前年度増減額対前年度増減額対前年度増減額対前年度増減額・・・・率率率率    

歳 入 決 算歳 入 決 算歳 入 決 算歳 入 決 算 額額額額    (a)(a)(a)(a)    
 

683,463,808千円 
(687,939,157千円) 
731,099,732千円 

((((△△△△4,475,3494,475,3494,475,3494,475,349 千円千円千円千円))))    
△△△△47,635,92447,635,92447,635,92447,635,924 千円千円千円千円    

((((△△△△0.70.70.70.7％％％％))))    
△△△△6.56.56.56.5％％％％    

歳 出 決 算歳 出 決 算歳 出 決 算歳 出 決 算 額額額額    (b)(b)(b)(b)    
 

672,885,019千円 
(678,065,273千円) 
721,225,848千円 

((((△△△△5,180,2545,180,2545,180,2545,180,254 千円千円千円千円))))    
△△△△48,340,82848,340,82848,340,82848,340,828 千円千円千円千円    

((((△△△△0.80.80.80.8％％％％))))    
△△△△6.76.76.76.7％％％％    

歳入歳出差引額歳入歳出差引額歳入歳出差引額歳入歳出差引額    (a)(a)(a)(a)－－－－(b)(b)(b)(b)    (c)(c)(c)(c)    10,578,788千円 9,873,884千円 704,904千円 7.1％ 
翌翌翌翌    年年年年    度度度度    繰繰繰繰    越越越越    額額額額    (d)(d)(d)(d)    6,239,368千円 7,069,538千円    △830,170千円 △11.7％ 
実実実実    質質質質    収収収収    支支支支    額額額額        (c)(c)(c)(c)---- (d) (d) (d) (d)    4,339,420千円 2,804,346千円 1,535,074千円 54.7％ 

    ※※※※    上段上段上段上段（（（（    ））））はははは、、、、公債管理特別会計相当額公債管理特別会計相当額公債管理特別会計相当額公債管理特別会計相当額をををを控除控除控除控除したしたしたした場合場合場合場合のののの数値数値数値数値であるであるであるである。。。。    

  

 （（（（２２２２））））特別会計歳入歳出決算特別会計歳入歳出決算特別会計歳入歳出決算特別会計歳入歳出決算    

① 公債管理特別会計公債管理特別会計公債管理特別会計公債管理特別会計をををを設置設置設置設置したことからしたことからしたことからしたことから、歳入歳入歳入歳入が前年度に比べて 1,6471,6471,6471,647 億円余億円余億円余億円余（（（（524.2524.2524.2524.2％）％）％）％）のののの増加増加増加増加、歳歳歳歳

出出出出も 1,6481,6481,6481,648 億円余億円余億円余億円余（（（（600.6600.6600.6600.6％）％）％）％）のののの増加増加増加増加となった。 

② 歳入歳出差引額歳入歳出差引額歳入歳出差引額歳入歳出差引額は 38383838億億億億 6,4506,4506,4506,450 万万万万 4,7614,7614,7614,761 円円円円で、実質収支額実質収支額実質収支額実質収支額は 35353535 億億億億 7,5877,5877,5877,587万万万万5,7615,7615,7615,761 円円円円のののの黒字黒字黒字黒字となった。 

 

【【【【歳入歳出決算収支歳入歳出決算収支歳入歳出決算収支歳入歳出決算収支のののの状況状況状況状況    （（（（特別会計特別会計特別会計特別会計））））】】】】    

区区区区                                        分分分分    平 成平 成平 成平 成 20202020 年年年年 度度度度    平 成平 成平 成平 成 19191919 年年年年 度度度度    対前年対前年対前年対前年度増減額度増減額度増減額度増減額・・・・率率率率    

歳 入 決 算歳 入 決 算歳 入 決 算歳 入 決 算 額額額額     (a) (a) (a) (a)    196,198,019千円 31,430,207千円 164,767,812164,767,812164,767,812164,767,812 千円千円千円千円    524.2524.2524.2524.2％％％％    

歳 出 決 算歳 出 決 算歳 出 決 算歳 出 決 算 額額額額     (b) (b) (b) (b)    192,333,514千円 27,454,288千円 164,879,226164,879,226164,879,226164,879,226 千円千円千円千円    600.6600.6600.6600.6％％％％    

歳入歳出差引額歳入歳出差引額歳入歳出差引額歳入歳出差引額(a)(a)(a)(a)－－－－(b)(b)(b)(b)     (c) (c) (c) (c)    3,864,505千円 3,975,918千円 △111,413千円 △2.8％ 

翌翌翌翌    年年年年    度度度度    繰繰繰繰    越越越越    額額額額     (d) (d) (d) (d)    288,629千円 305,034千円 △16,405千円 △5.4％ 

実実実実    質質質質    収収収収    支支支支    額額額額    (c(c(c(c) ) ) ) ----  (d)  (d)  (d)  (d)    3,575,876千円 3,670,884千円 △95,008千円 △2.6％ 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 決算審査意見書の概要をお知らせします ☆ 

１  『平成２０年度岩手県歳入歳出決算』審査意見書 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

局長より 

 

 

 

 

 

 

 

事務局長から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) 審査意見 
① 歳出については、歳入の確保が難しい中で県債残高はさらに増加し、公債費も依然として高  

い水準にあることから、財政構造の弾力性の早期改善に向けて県債残高の適切な管理に努 
めるなど、今後一層の計画的な取組みを望むものである。 

② 収入未済額については、平成 20 年 10 月に岩手県滞納債権対策基本方針を策定し、全庁的 
な滞納債権対策の強化や回収のための人員配置等その解消に向けた取組みがなされている  
ものの、年々増加していることから、県民負担の公平性と財源確保の観点から、引き続き収入 
未済額の解消と発生の未然防止に努められたい。 

③ 繰越額については前年度より増加し、依然として計画調整等による多額の事業繰越となって 

いることから、事業効果を早期に発現できるよう計画的かつ効率的な事務事業の執行に努め 

られたい。 

④ 今後、県民一人ひとりが勇気づけられ、逆風に負けずに力強く前に向かっていけるよう岩手の
危機を希望へと変える「いわて希望創造プラン」を推進するため、歳入確保の強化や徹底した
歳出の見直しを行うとともに、具体的な施策を策定しこれを着実に展開する等、県民福祉の増
進に努め、最少の経費で最大の効果を挙げるよう、より質の高い行政経営を推進されるよう期
待する。 

「決算について」 

20 年度の一般会計決算については、2年連続で不認定となり、誠に遺憾で

した。 

議会の議論は警察費に集中しましたが、県民目線からの議論に対応できな

かったことは大きな反省材料です。 

今後、監査に当たっては特に需用費・備品購入費などについて、一層の注

意を払いながら適正な処理を指導していく必要があります。 

また、有用な情報の提供発信を充実していきたいと考えております。 



 

 

 

(１) 決算の状況 

① 経営収支は、事業収益 915 億 8,105 万 4,168 円に対し、事業費用

は 945 億 2,338 万 3,285 円で、差引き 29 億 4,232 万 9,117 円の純

損失が生じ、累積欠損金は 167 億 8,032 万 9,798 円となった。 

② 純損失は、前年度に比べ 18 億 6,114 万 4,938 円増加した。 

③ これは、医師不足による診療体制の弱体化により患者数が減少して医

業収益が減少、及び、給与費等の医業費用、開発費などの償却費用等

の医業外費用が増加したためである。 

 

区          分 平 成 2 0 年 度 平 成 1 9 年 度 対前年度増減額・率 

事 業 収 益     (a) 91,581,054 千円 92,100,925 千円 △519,871 千円 △0.6％ 

事 業 費 用        (b) 94,523,383 千円 93,182,109 千円 1,341,274 千円 1.4％ 

差引純損失   (c)= (b)-(a) 2,942,329 千円 1,081,184 千円 1,861,145 千円 172.1％ 

前年度繰越欠損金        (d) 13,838,001 千円 12,756,817 千円 1,081,184 千円 8.5％ 

当年度未処理欠損金(e)= (c)+(d) 16,780,330 千円 13,838,001 千円 2,942,329 千円 21.3％ 

 

利用患者数の状況 

項 目 平成 20 年度 平成 19 年度 対前年度増減 

入 院 患 者 数 
人 

1,571,744 
人 

1,618,966 
人 

△47,222 

外 来 患 者 数 2,417,069 2,628,958 △211,889 

計 3,988,813 4,247,924 △259,111 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  『平成２０年度岩手県立病院等事業会計決算』審査意見書 

(２) 審査意見 

①  今後の経営に当たっては、医師の確保を一層推進して、良質な医療を提供できる環境を整備すると

ともに、医療連携体制を強化するなど、地域医療を支える体制を構築されたい。 

② 外部委託の推進や材料費の軽減などの経営コストの見直しを徹底されたい。 

③  個人医療費の未収金の発生防止及び解消に積極的に取り組むとともに、個々の病院の地域事情や

経営状況を踏まえて、累積欠損金の解消に向けた経営改善を推進するなど引き続き経営の健全化に

努力されたい。 

累積欠損金の額は病院ごとに大きな開きが生じてきていま
すが、個々の地域の実情を踏まえた上で、経営改善に取り組ん
でいただきたいと思います。 

 

累積剰余金の多いのは、Ａ病院 110 億円、Ｂ病院 57 億円、

Ｃ病院 51 億円の順です。 

累積欠損金の多いのは、Ｘ病院 121 億円、Ｙ病院 44 億円、

Ｚ病院 43 億円の順です。 

 

県全体の累積欠損金は、168 億円で、累欠の多い病院３つの
合計額で、県全体の額を上回っており、病院ごとのきめ細かな
経営管理が望まれます。 



 

 

 

 

(１) 決算の状況 

   ① 経営収支は、事業収益 44 億 5,145 万 9,940 円に対し、事業費用は 

40 億 1,096 万 7,148 円で、差引き 4 億 4,049 万 2,792 円の純利益が 

生じた。累積欠損金はない。 

② 純利益は、前年度に比べ 3,913 万 3,578 円減少した。 

 

区          分 平 成 2 0 年 度 平 成 1 9 年 度 対前年度増減額・率 

事 業 収 益     (a) 4,451,460 千円 4,400,098 千円 51,362 千円 1.2％ 

事 業 費 用        (b) 4,010,967 千円 3,920,471 千円 90,496 千円 2.3％ 

差 引 純 利 益 (c)= (a)-(b) 440,493 千円 479,626 千円 △39,133 千円 △8.2％ 

前年度繰越益剰余金       (d) 0 千円 0 千円 0 千円 0.0％ 

当年度未処分利益剰余金(e)= (c)+(d) 440,493 千円 479,626 千円 △39,133 千円 △8.2％ 

 

   ③ これは、電力料金改定等に伴う事業収益の増加を上回って修繕費の増加等に伴う事業費用の増加があった

ためである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 決算の状況 

   ① 経営収支は、事業収益 10 億 3,922 万 5,910 円に対し、事業費用は 9 億 1,318 万 535 円で、差引き 1 億 2,604

万 5,375 円の純利益が生じ、累積欠損金は 6,468 万 4,867 円となった。 

② 純利益は、前年度に比べ 3,996 万 1,770 円増加した。 

③ これは、給水量が減少したことなどにより営業収益は減少したが、固定資産除却費の減少や財務費用の減少

等に伴い、事業収益の減少以上に事業費用が減少したことによるものである。 

区          分 平 成 2 0 年 度 平 成 1 9 年 度 対前年度増減額・率 

事 業 収 益     (a) 1,039,226 千円 1,056,177 千円 △16,951 千円 △1.6％ 

事 業 費 用        (b) 913,181 千円 970,093 千円 △56,912 千円 △5.9％ 

差 引 純 利 益  (c)= (a)-(b) 126,045 千円 86,084 千円 39,961 千円 46.4％ 

前年度繰越益欠損金       (d) 190,730 千円 276,814 千円 △86,084 千円 △31.1％ 

当年度未処理欠損金 (e)=(d)-(c) 64,685 千円 190,730 千円 △126,045 千円 △66.1％ 

    

 

 

 

 

 

 

 

(２) 審査意見 

① 今後の経営に当たっては、施設・設備の改良工事等を計画的に実施することにより電力の安定供給と収益の

確保を図るとともに、省力化・低コスト化により、より一層効率的な事業運営に努められたい。 

② 新たな電源の開発に当たっては、企業の健全性、経済性を考慮しながら長期的展望をもって臨まれたい。 

③ クリーンエネルギー導入支援や環境保全活動等の地域貢献活動については、今後も積極的に取り組まれた

い。 

４  『平成２０年度岩手県工業用水道事業会計決算』審査意見書 

(２) 審査意見 

① 当事業の経営は、健全化対策の着実な実施により平成９年度以降安定して純利益を確保し、累積欠損金を

順調に減少させているが、さらに財務費用等のコストの低減に努められたい。 

② 今後は、新たな工業用水の需要を見極め、施設や設備の改良等を計画的に実施することにより、工業用水

の安定供給を行い、収益の確保を図り健全な経営を推進されたい。 

３  『平成２０年度岩手県電気事業会計決算』審査意見書 



 

 

(1)(1)(1)(1)    『『『『平成平成平成平成２０２０２０２０年度決算年度決算年度決算年度決算にににに基基基基づくづくづくづく健全化判断比率健全化判断比率健全化判断比率健全化判断比率』』』』審査結果審査結果審査結果審査結果    

審査審査審査審査にににに付付付付されたされたされたされた平成平成平成平成２０２０２０２０年度年度年度年度のののの健全化判断比率及健全化判断比率及健全化判断比率及健全化判断比率及びそのびそのびそのびその算定基礎書類算定基礎書類算定基礎書類算定基礎書類はははは、、、、いずれもいずれもいずれもいずれも適正適正適正適正にににに作成作成作成作成されているもされているもされているもされているも

のとのとのとのと認認認認められためられためられためられた。。。。    

（参  考） 
比 率 名 平成 20 年度 

平成 19 年度 増 減 早期健全化基準 財政再生基準 

実 質 赤 字 比 率   ― ％   ― ％  ―ﾎﾟｲﾝﾄ  ３．７５％  ５．００％ 

連結実質赤字比率 ― ― ― ８．７５ ２５．００ 

実 質 公 債 費 比 率 １４．８ １５．３ △０．５ ２５．０ ３５．０ 

将 来 負 担 比 率 ３１２．４ ３０７．７ ４．７ ４００．０  

 

①①①①    実質赤字比率実質赤字比率実質赤字比率実質赤字比率    

                        実質赤字比率実質赤字比率実質赤字比率実質赤字比率はははは、、、、前年度前年度前年度前年度とととと同様同様同様同様にににに実質赤字額実質赤字額実質赤字額実質赤字額がないことからがないことからがないことからがないことから算定算定算定算定されないされないされないされない。。。。    

 

 

    

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

②②②②    連結実質赤字比連結実質赤字比連結実質赤字比連結実質赤字比率率率率    

                        連結実質赤字比率連結実質赤字比率連結実質赤字比率連結実質赤字比率はははは、、、、前年度前年度前年度前年度とととと同様同様同様同様にににに連結実質赤字額連結実質赤字額連結実質赤字額連結実質赤字額がないことからがないことからがないことからがないことから算定算定算定算定されないされないされないされない。。。。    

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

５  『平成２０年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率』審査意見書 

一般会計等を対象とした実質赤字額の、標準財政規模に対する比率であり、これが生じた場合
には赤字の早期解消を図る必要がある。 

公営企業会計を含む全会計を対象とした実質赤字額（または資金不足額）の、標準財政規模に
対する比率であり、これが生じた場合には、問題のある赤字会計が存在することとなり、赤字の
早期解消を図る必要がある。 

－％ －％ －％

平 平成18

年度

1.00

2.00

財政再生基準
(再生団体該当

　ライン)

早期健全化基準
(早期健全化団体

　該当ライン)

5.005.005.005.00

4.00
3.753.753.753.75

3.00

実質赤字比率
（％）

実質赤字比率の状況

0.00

平成17年度決算
※試算値なし

平成18年度決算
※法制化前の
　試算・概算値

平成19年度決算 平成20年度決算

－％ －％ －％

0.00 年度

早期健全化基準
(早期健全化団体

　該当ライン)

財政再生基準
(再生団体該当

　ライン)

連結実質赤字比率の状況

25.0025.0025.0025.00

連結実質赤字
比率　　　（％）

5.00

15.00

20.00

10.00
8.758.758.758.75

平成17年度決算
※試算値なし

平成18年度決算
※法制化前の
　試算・概算値

平成19年度決算 平成20年度決算

 

 

 



③③③③    実質公債費比率実質公債費比率実質公債費比率実質公債費比率    

                        実質公債費比率実質公債費比率実質公債費比率実質公債費比率はははは、、、、14.814.814.814.8％％％％でででで、、、、前年度前年度前年度前年度にににに比比比比べべべべ 0.50.50.50.5 ポイントポイントポイントポイント減少減少減少減少しししし、、、、早期健全化基準早期健全化基準早期健全化基準早期健全化基準のののの 25.025.025.025.0％％％％をををを 10.210.210.210.2 ポイントポイントポイントポイント    

下回下回下回下回っているっているっているっている。。。。    

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

④④④④    将来負担比率将来負担比率将来負担比率将来負担比率    

                        将来負担比率将来負担比率将来負担比率将来負担比率はははは、、、、312.4312.4312.4312.4％％％％となっておりとなっておりとなっておりとなっており、、、、前年度前年度前年度前年度にににに比比比比べべべべ 4.74.74.74.7 ポイントポイントポイントポイント増加増加増加増加したがしたがしたがしたが、、、、早期健全化基準早期健全化基準早期健全化基準早期健全化基準のののの 400.0400.0400.0400.0％％％％    

をををを 87.687.687.687.6 ポイントポイントポイントポイント下回下回下回下回っていっていっていっているるるる。。。。    

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般会計等が負担する元利償還金などの標準財政規模に対する比率であり、18％を超えると起
債の許可が必要となり、25％を超えると一部の起債発行が制限される。 

一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の、標準財政規模に対する比率であり、これらの負
債が将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示すストック指標である。 

この比率が高い場合、将来これらの負担額を実際に支払う必要があることから、今後の財政運
営が圧迫されるなどの問題が生じる可能性が高くなる。 

 

13.7% 15.1% 15.3% 14.8%

25.025.025.025.0

10.0

15.0

早期健全化基準
(早期健全化団体

　該当ライン)

0.0 年度

5.0

20.0

財政再生基準
(再生団体該当

　ライン)

実質公債費比率の状況

30.0

35.035.035.035.0

実質公債費比率
（％）

平成17年度決算 平成18年度決算 平成19年度決算 平成20年度決算

290%程度 307.7% 312.4%

年度

将来負担比率の状況

300.0

200.0

100.0

早期健全化基準
(早期健全化団体

　該当ライン)

将来負担比率
（％）

0.0

400.0400.0400.0400.0

平成17年度決算
※試算値なし

平成18年度決算
※法制化前の
　試算・概算値

平成19年度決算 平成20年度決算

 

 



((((２２２２))))    『『『『平成平成平成平成２０２０２０２０年度決算年度決算年度決算年度決算にににに基基基基づくづくづくづく資金不足比率資金不足比率資金不足比率資金不足比率』』』』審査結果審査結果審査結果審査結果    

審査審査審査審査にににに付付付付されたされたされたされた各公営企業会計各公営企業会計各公営企業会計各公営企業会計のののの平成平成平成平成２０２０２０２０年度年度年度年度のののの資金不足比率及資金不足比率及資金不足比率及資金不足比率及びそのびそのびそのびその算定基礎書類算定基礎書類算定基礎書類算定基礎書類はははは、、、、いずれもいずれもいずれもいずれも適正適正適正適正にににに    

作成作成作成作成されているものとされているものとされているものとされているものと認認認認められためられためられためられた。。。。 

なおなおなおなお、、、、各公営企業会計各公営企業会計各公営企業会計各公営企業会計のののの資金不足比率資金不足比率資金不足比率資金不足比率はははは、、、、前年度前年度前年度前年度とととと同様同様同様同様にににに資金不足額資金不足額資金不足額資金不足額がないことからがないことからがないことからがないことから算定算定算定算定されないされないされないされない。。。。    

 

 

 

 

 

（参  考） 

公 営 企 業 会 計 名 
平成 20 年度 

資金不足比率 
平成 19 年度 

資金不足比率 
増 減 経営健全化基準 

岩手県流域下水道事業特別会計 
％ 

― 

％ 

― 

ﾎﾟｲﾝﾄ 

― 

岩手県港湾整備事業特別会計 ― ― ― 

岩 手 県 立 病 院 等 事 業 会 計 ― ― ― 

岩 手 県 電 気 事 業 会 計 ― ― ― 

岩手県工業用水道事業会計 ― ― ― 

 

 

２０．０ ％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資金不足比率は、各公営企業ごとの資金不足額の事業規模に対する比率であり、経営健全化基準
（20％）以上となった場合には、経営健全化計画を定めなければならない。 

 

－％ －％ （？％） 

経営健全化基準 
(経営健全化団体 

 該当ライン) 

年度 

資金不足比率の状況 

0.00 

資金不足比率 
（％） 

15.00 

20.0020.0020.0020.00 

5.00 

10.00 

平成 17 年度決算 
※試算値なし 

平成 18 年度決算 
※法制化前の 
 試算・概算値 

平成 19 年度決算 平成 20 年度決算 

監査委員事務局の職員は、た

だ今、期中監査のため、県内各

地の公所にお邪魔しておりま

す。 

次号もよろしくお願いいた

します。 

 


